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1. 大阪・関西万博の直近の準備状況について

資料6-2

２０２５年日本国際博覧会協会
持続可能性部脱炭素課



2

１）会場レイアウト
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会場レイアウト（会場予定地 約155ha）

静けさの森

大屋根（リング）

西エントランス

東エントランス

屋外イベント広場

つながりの海

ウォータープラザ

公式参加パビリオン

民間パビリオン

民間パビリオン

民間パビリオン

フューチャーライフパーク
（モビリティエクスペリエンス、
ベストプラクティスエリア等）

テーマ館 日本館

最新の模型公開

フライスルー動画
・フルVer：https://youtu.be/Wq7ravMwEyo

・30秒Ver（ダイジェスト版）：

(75) 大阪・関西万博 フライスルー動画（30s ver）
- YouTube

https://youtu.be/Wq7ravMwEyo
https://www.youtube.com/watch?v=O9ftNKIlwfI
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大屋根（世界最大級の木製リング）とは

一周 ２km（内径約610ｍ）、高さ12～20ｍ、幅30ｍ
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２）パビリオン出展



日本経済をけん引し、進むべき道筋を提案する13の企業・団体が、大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」に沿って
工夫を凝らし、個性を活かした展示や演出を行うことにより、来場者に未来社会を体験してもらい、感動と共感を与えます。

⑥よしもと waraii myraii 館
吉本興業ホールディングス株式会社

⑦PASONA NATUREVERSE
株式会社パソナグループ

⑧BLUE OCEAN DOME
（ブルーオーシャン・ドーム）
特定非営利活動法人ゼリ・ジャパン

⑨GUNDAM
NEXT FUTURE PAVILION
株式会社バンダイナムコホールディングス

①NTT Pavilion “Natural ”
（ 仮称）
日本電信電話株式会社

②電力館 可能性のタマゴたち
電気事業連合会

③住友館
住友 EXPO2025 推進委員会

④パナソニックグループ
パビリオン 「ノモの国」
パナソニック ホールディングス株式会社

⑫飯田グループ×大阪公立大学
共同出展館
飯田グループホールディングス株式会社

⑬ORA 外食パビリオン
「宴～UTAGE ～」
一般社団法人大阪外食産業協会

⑩TECH WORLD
玉山デジタルテック株式会社

⑪ガスパビリオン おばけワンダーランド
一般社団法人日本ガス協会

民間パビリオン

⑤三菱未来館
三菱大阪・関西万博総合委員会
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民間パビリオン構想発表会
を開催（2023年10月）



民間パビリオン キービジュアル
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日本政府出展事業（日本館）基本計画（2022年3月）のポイント

（出典：2025年大阪・関西万博政府出展事業検討会議資料（経済産業省））
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（出典：2025年大阪・関西万博政府出展事業検討会議資料（経済産業省））

日本館建築概要
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テーマ事業「いのちの輝きプロジェクト」のコンセプト・展示イメージ

い
の
ち
を
守
る

い
の
ち
を
つ
む
ぐ

い
の
ち
を
拡
げ
る

い
の
ち
を
高
め
る

い
の
ち
を
磨
く

い
の
ち
を
響
き
合
わ
せ
る

プロデューサー 河瀨 直美

いのちのあかし

「食」と「いのち」にまつわる当たり前を
リセットし、ひとりひとりの行動を変える
ヒントにあふれた市場

EARTH MART

プロデューサー 石黒 浩

技術と融合することにより、
いのちの可能性を拡げる

いのちの未来

プロデューサー 中島 さち子

プロデューサー 落合 陽一

デジタルヒューマンという新しい身体の写し鏡，
変形構造体建築による新しい風景の鏡，
デジタルとフィジカル二つの鏡を通じて
磨き輝く命の形を示す

プロデューサー 宮田 裕章

Co-being

コンセプト

展示イメージ

プロデューサー 小山 薫堂

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

いのちの遊び場 クラゲ館

STEAM
わくわく！を探す旅へ

null²

Better Co-being
© LESLIE 

KEE

©蜷川実花

わたしのなかのあなた、
あなたのなかのわたしに出会う場所

い
の
ち
を
知
る

い
の
ち
を
育
む

利己から利他へ

いのち動的平衡館

プロデューサー 福岡 伸一

コンセプト

今、ここに共に生きる奇跡

いのちめぐる冒険

プロデューサー 河森 正治

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

©FUTURE OF LIFE / EXPO2025

©SANAA

© Dynamic equilibrium of Life / EXPO2025

© Naomi Kawase × 目 [mé]

© 2022 Shoji Kawamori/Office Shogo Onodera, All rights reserved.

© 2022 noiz All Rights Reserved

©EARTH MART / EXPO2025

©steAm Inc. & Tetsuo Kobori Architects All Rights Reserved
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３）テーマウィーク
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テーマウィークの概要
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テーマ構成
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テーマウィークカレンダー
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４）催事参加
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催事の種類

分類 実施主体 内容

公式
行事

開会式、閉会式 2025年日本国際博覧会協会 博覧会の開幕や閉幕を祝う式典。

ナショナルデー/スペシャルデー
公式参加者

（公式参加の国・地域・国際機関）
公式参加者の参加を称える日。公式参加者が国内外の賓客を招いて行う式典。

BIEデー 博覧会国際事務局（BIE） 閉会前日にBIEが行う式典。

主催者
催事

協会企画催事
2025年日本国際博覧会協会

（催事企画プロデューサー）
博覧会催事の中核として、博覧会テーマを体現する催事。

シグネチャーイベント
2025年日本国際博覧会協会

（テーマ事業プロデューサー）
8名のテーマ事業プロデューサーが行う催事。

分類 内容

参加
催事

公式参加者自主催事 公式参加者が自主的に行う催事。

省庁連携催事 省庁が中心となって実施する催事。

自治体参加催事 都道府県などが中心となって実施する催事。

出展者参加催事
（パビリオンデー）

民間パビリオン出展者が実施する催事。

協会協力催事 博覧会に必要な催事を実現するため、協会より協力要請を受けた外部団体等が行う催事。

一般参加催事 一般に公募して行う催事。
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催事の編成工程

分類
2023年 2024年 2025年

1~3月 4~6月 7~9月 10~12月 1~3月 4~6月 7~9月 10~12月 1~3月 4月

ND/SD※1

公式参加者
自主催事

主催者
催事

省庁連携
催事

自治体
参加催事

出展者
参加催事

協会協力
催事

一般参加
催事

協賛勧奨 ⇒ 基本計画策定

※現時点での想定です。各日程は、変更になる場合があります。

▲ ガイドライン発出

▲ 主催者催事公表

追加申込受付

各
催
事
企
画
立
案

企
画
案
提
出

調

整

調

整

２
０
２
５
年
４
月
大
阪
・
関
西
万
博

開
幕

※1 催事実施枠に空きがある場合のみ実施。

催
事
カ
レ
ン
ダ
ー
公
表

最
終

催
事
カ
レ
ン
ダ
ー
編
成

第
一
次

催
事
カ
レ
ン
ダ
ー
編
成

申込受付

調 整

実施計画策定 ⇒ 制作

調 整

第
二
次

催
事
カ
レ
ン
ダ
ー
編
成

追加募集 ※1募 集 (公 募)

調

整

※National Day/Special Day…公式参加者の参加を称える日。公式参加者が国内外の賓客を招いて行う式典。
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各催事場について

屋外イベント広場

収容人数：1万人規模
屋根付きステージ
大型映像装置

大型ライブイベント、映像上映、
祭り等の屋外催事の実施を想定

※各催事施設名称は仮称、今後の決定となります。

メッセ

展示面積：約4,000㎡

様々な展示会を会期中入替制で実施。
2,000㎡の２面で分割使用を想定

小催事場

座席数：約500席

ナショナルデー・スペシャルデー式典、
その他の劇場催事の実施を想定

ギャラリー

展示面積：約500㎡

アニメ、ファッション等の展示会を
会期中入替制で実施を想定

大催事場

収容人数：約2,000席
センターステージ型ホール
大型映像装置

音楽、演劇、芸能、未来型エンター
テイメント等の劇場催事の実施を想定

小規模ステージ

ステージ面積：約50㎡
屋根・小楽屋付
会場内に数か所設置

音楽、トークイベント、祭り等を
会期中入替制で実施を想定

日本伝統文化エリア

芝生広場、屋外小舞台、1階展示場

茶道、華道、歌舞伎、能、句会等
日本の伝統文化の催事を会期中、

入替制で実施を想定
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５）「TEAM EXPO 2025」プログラムと
「ベストプラクティス」
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｢TEAM EXPO 2025 ｣ プログラムへの参加
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ベストプラクティス展示エリアにおける成果の発信


